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ベトナム語における所謂「－i6c化現象』について
タイ・ベトナム語学科
　　　冨　田　　健 次
On　the　phenomenon，　so　ca玉1ed，‘‘・iざc・izati◎n’，　in　Vietnamese
　　　Vietna顯ese　is　a　type　of　mono－syllabic　language．　We　i〈now　that　in　this　type　of　｝anguage，
people　make　it　a　principle　to　9呈ve　a　nameもo　a　thing　or　a　notion　by　only　one　syllable．　But　in
modem　Vietnamese，　as　wel1　as　in　other　Sino－Tibetan　languages　which　are　classi且ed　as　the　same
type　as　Vietna組ese，　there　has　beeR　a　m翫rked　t（mdency　that　they　lil〈e　to　use　two　or　four　sア11ables
to　cal1　a　thing◎r　a　notion，　though　i£is　not　kRowR　wheR　they　started　it．
　　　The　very　curious　phenomenon，　So　called‘‘一・iさc－ization，，　i且Vietnamese　is　also　one　of　those
phenomena．　13ut圭t　occurs　only呈n　conversatlon　and　lt　is　very　momentary　and　non－conventioiユaL
So　most　Vietnamese　linguists　have　pa量d　little　atte礁tion　to　the　problem．
　　　Th量s　essay　will　attempt　to　descr圭be　aRd翫nal圭ze　this　strange　linguist1c　phenomenon　in
Vietnamese．
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1．　はじめに
　ベトナム語は，単音節・孤立語型の言語である．このような類型に属する言語では，ひとつの
物あるいはひとつの概念に対して，それぞれ一音節の単語で命名がなされるのが原則である．H
本語で，「手」という物にテという一音節で応じ，「歯」にハ，ド毛」にケ，「目」にメという一音
節で応じる現象を更に一属徹底させたようなものである。これは，中園語やタイ語などを含むシ
ナ・チベット語族と呼ばれる雷語グループに共通した特徴でもある．
　ところが，これを何時からと確定することは出来ないが，ベトナム語でも，他のシナ・チベッ
ト語族に属する各雷語と同様に，複音節語つまり二つ以上の音節を好んで用いようとする傾向が
次第に顕著になっているのである．中圃語については，現在，既に「ふつうの談話における単音
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節語と複音節語との比率は，ほぼ半々であるという〈1）　」くらいの比率になっており，可成りな程
度に複音節化が進行していることは事実である．ベトナム語については統計資料がないので今は
何とも雪えないが，中国語からの複音節文化語彙の借用もあり，中翻語ほどではないにしろ，や
はり複音節化は顕著であると言える，
　ベトナム語の系統論は，現在でも依然解決困難な問題のひとつではあるが，ベトナムが中国に
よる畏い直接的支配下にあったために，ベトナム語が中国語の多大な影響を蒙ったことは宙明の
事実であり，非難を恐れずに言えば，もし中国語の影響がなかったならば今日のように美しく繊
練されたベトナム語は存在し得なかったかも知れない．なぜなら，ベトナム語は音節の構造も，
文法の構造も必要以上に中圏語に類似しているために，その影響は実に直蔵にベトナム語の本質
を撃ち，同化の勢いも，他の漢字文化圏の国々の言葉，例えば朝鮮語や日ホ語などより遙かに強
烈なものがあったに違いないのである．こうして，中国語の言わば“ふところ”の中で育まれた
ベトナム語が，必要以上にリズムを重んじる，非常にリズミカルで，擁揚に豊んだ声調言語の颪
翼を保っているのは，ある意味では当然のことであると書えよう．本家の北方中国語が徐々にア
ルタイ語化されて（2＞，本来のリズミカルな特微を少しく失って行ったのに対し，その言わば“落
とし子”であるベトナム語は，かたくなな迄にその特徴を守り抜いているとも讐える．ベトナム
語における複音節化の道も，中閣語におけるそれと正に不即不離の関係にあり，この影響を抜き
にしては語ることができない所以である．
　ところが，このように中国語の影響下に複雑な様相を贔するベトナム語における複音節化の中
で，極めてベトナム語的な一現象が存在する．　それは，『－iさc化現象』と呼ばれる音声現象であ
る．この現象による複音節表現は，極めて俗的な表現で，公式な文法書にも辞書にも全く取り上
げられることはなかったし（3），勿論，このような現象についての論究も皆無である．つまり，こ
の現象は，ベトナム人にとっては，口語における一過的な，ある感清のみを表出する極めて特殊
な発声と受け取られているのである．
　私事で恐縮であるが，筆者がこの問題を取り上げてみようとした時，顯本に来ている若いベト
ム人留学生達は極めて好意的にこちらの要求に応じてくれたのであるが，本学に容員として教鞭
をとっていうベトナム入国語学巻は，実に嫌な顔をして，これは，他の表現（恐らく，公式的で
正統な表現のことであろう）で言い替えることができるし，またそうしなければならないのだか
ら，こんな間題をこと更に取り上げることはないと，キッパリ寛言したものだった．つまり，若
いベトナム人達にとってはこのような俗的なしかも生々とした表現に対して全く拒絶反応がない
のに対し，規範意識の強い国語学者達にとっては忌むべき表現として議論の対象にすることすら
シソif　一
避けられているのである．しかし，ベトナム語でも欝語のことを“生語”と呼ぶように，言語は
生きた雪葉であり，言語学者・圏語学者はその生きた言葉を記述し，分析する義務を負っている
ことは自明のことである．どんな小さな現象であれ，それがある雷語の中で“生きている”限り
はやはり記述・分析の対象となるはずであり，またならねばならないのである．その意味では，
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ベトナム入欝語学者・国語学者達の，これらの現象に対する姿勢には，多少の疑問を抱かないわ
けにはいかない．
　本稿では，ベトナム語における極めて複雑な複音節化の過程の中で，最もベトナム語的と思わ
れる『－i饒化現象』を正面から取り上げて，その形式・内容両面にわたって記述し，分析を試み
てみようと思う．
2．『一琵c化現象』とは
　『－iさc化現象』というのは，例えば一音節の語を例にとれば，その韻母（声母即ち語頭子音を
除いた部分）をそっくり記cという韻に置き換えて，元の語幹の後に連続させ二音節にして発
声する現象である．もう少し分かり易く説明すると，もしこの語がAという声母とXという韻母
から成り立っているものとし，一・i6c化を受けた後の韻母をX’とすると，この現象によって成立
する音形は以下のようになる．
　　　　　　　A・X→A。X　　A。Xノ
具体的な例としてベトナム語の〈帽子〉という単語を取れば，『－16c化』後の音形は以下のように
なる．
嚇　　　　　　　　＿　　　　　　　　oN
　　　　　　　mu－＞mu　　mlec
また，〈ペン〉であれば以下のようになる，
b丘t　→　b丘t　　　biさc
つまり，元の単語の韻の形や声調に企く無頓着に，それをi6cという韻に変えてしまい，元の語
幹に連接させてL音節語として発する現象なのである．
　これだけを見ると，中国語音韻論で言う『双声語』の構造によく似ていると言えよう．つまり，
声母のみをそろえて繰り返す書い方である．申国語では，擬態語などに「流利」（1iuli　　）〈ス
ラスラ〉や「参差」（cen　ci　）〈ギザギザ〉のようなものが数多く見られるし④，ベトナム語
でもこの種の『双声語』は数多く見られる。思いつくままに若干の例を挙げると，
①　xa　　XO三
②　95n　gu1
③　拠呈a　mai
④　nghi　ngql
⑤　16ng　lanh
⑥　rφng　r蕊i
⑦　dst　da圭
〈遠い〉
〈近い，親しい〉
〈皮肉る〉
〈思案する〉
〈きらきら光る〉
〈広い〉
〈土地，国土〉
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これらはすべて典型的な『双声語』の例で，第二音節は全く無意味な付加であり，語頭子音（声
母）を揃えて繰り返すのみで，韻母の選択にはほとんど法則らしいものは存在しない．唯，この
『双声語』はリズムを整えるものであるだけに，その声調の選択には極めて厳密な法劉がある（5＞．
ベトナム語の声調は，il　wa（高い声調），『陽』（低い声調）の二系列に分かれる．図解すると以
下のようになる．ベトナム語の声調は申團語の『四声』のように番号で呼ばれることはなく，ベ
トナム語独特の呼び名で習慣的に呼ばれている．　（）内は正書法に採用されている声調記号で
あり，これが主母音の上・下に付されて声調の区瑚を表している．
＼　　　　　　＼、陰
陽
平 灰
1碁講器13（鳴 5．　s義c
　（／）
2．　huy6n
　（＼）
4．。ga！6．蜘g
　（～）　i（°）
これを上の『双声語』の諸例の声調の選択に当てはめて見ると，その組み合わせは以下のように
なる．
①　1－1
⑥　6－4 4
1
l
l2
5
②
⑦
③　3－1 ④　4－6 ⑤　5－5
つまり，語幹の声調が陰声である場合には無意味に付加される音節の声調は陰声が選ばれ（奇数
声調の組み合わせ），一方，語幹の声調が陽声である場合には陽声が選ばれている（偶数声調の
組み合わせ）ことが分かる．つまり，『双声語』の構成に際しては，選ばれる韻（母）の種類は極
めて恣意的であるにも拘らず，声調の選択に関しては可成り厳密な法期に従っているのである．
そして，こうして成立した『双声語』は発話の申で繰り返し使用されているうちに習慣化し，正
規の語彙として辞書にも登録されるようになったのである（6）．
　こうして見ると，『－i6c化現象』においても，語幹に無意味な音節を付加するという点では，
上のような『双声語』の構造と何ら変わることはないのである．唯，異なるのは，『双声語』の
場含，語幹に付加される音節は，その語幹に個有の，固定した音節であり，辞書に登録されるま
でに慣用化されているのに対し，il－・iさc化現象』は，ベトナム語のほぼすべての語彙及び熟語に
適用される可能性を秘め，しかも一過的で慣用化されることは全くなく，そのため，勿論，辞書
にも登録されることはないのである。しかも，その声調の選択にも法則は存在せず，語幹の声調
が陰声であろうが陽声であろうが，すべて陰声に属する一i6cのみで応じているのである（7）．ま
た，その意味内容も，『双声語』が，単音節語語幹の，言わば“聞こえ”の短さを助け，意味の
明確化に貢献しているのに比べ，この『一・iさc化現象』によって付加される音節には，後章で詳し
く分析するように，極めて特異な意味内容が含まれているのである．そのことが『双声語』との
距離を遠ざけていると思われるのである．
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　さて，上のような『－iさc化現象』は，上で例示したような単音節の語彙にのみ起こる現象では
ない．二音節以上の語彙にも，更には，動詞旬などの慣用句にも起こる．例えば，〈コーヒー〉を
意味する二音節語彙を例にとれば，
　　　　　　ch－ph合十一iさC　　イヒ　　　→　　　ch－ph§　　　　　　　　cd－phiさc
と言う具合に，語幹となる語彙（又は句）の最後の音節に『誇c化』が起こり，こうして成立し
た“亜語斡”とでも呼ぶべきものが，元の語幹に連接して発せられるのである．これをやや公式
的に示してみると，
　①　一音簾語　　A十一iさc化　　　一＞A。A’
　②　二音節語　　A8十一iさc化　　→AB。ABノ
　③　三音節語　　ABC＋－i蒼c化　ゆABC・ABCt
　④　四音節語　　ABcD＋－iさc化→ABcD・ABcD’
このように，音節の多少に拘らず，語（句）の最後の音節にll－・i6c化』が起こり，こうして成立し
た“亜語幹”が語幹に続いて繰り返されるのである．今，これをそれぞれ具体的な例で示してみ
よう．
　①　・xxti　　　　〈帽子〉　　　→ma　mi6c
②ca－ph6　　〈コーヒー〉　→ch－pha　ca－phi6c
　③　a－・pa－tit　　〈燐灰石〉　　→a－pa－・tit　a－pa－ti6c
　④　P＆一・ni－xi－1in　〈ペニシリン〉→P色一ni－xi－lin　Pさ一ni－xi－・li6c
3．　『一琵c　化現象』の意味内容
　『一・i6c化現象』は，上で述べた通り，あくまで談謡上の一口調として起こる現象であり，極め
て一過的牲格の強いものであり，そのため，勿論，書き雷葉としての文章には稽いられることは
ない．では，では，このような一過的に談話上の口調として起こる『－iさc化現射には一体どの
ような意味，どのような働きがあるのであろうか．以一ドに，2～3人のベトナム人インフォーマ
ントの協力によって得られた例文を示しつつ，その意味内容を考察してみよう．
　A　一音節の名詞十一iさc化
1
）
2
）
A3
Ghさghiざc　gi　mh　ngδi　kh6ng　duσc（8）！「何という椅子だ．とても坐れやしない」
磁obiさc　gi　mh　vi6t　tohn　chuy蝕b盒y（9）！「何という薪聞だ．出鱈目な話ばかり書きお
て」
B5ng　bi6c　gi　rch　chan　qu我（le）！「何という黒板だ．うんざりだ」
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　4）　Banh　bi6c　gi　mh　chS　ngon　ti　nho（il）！「何てパンだ．少しもうまくない」
　5）　亜唾gl　mh　tr6ng　nhrr　cai　Bδ｛噂y！「何て帽子だ．まるで鍋だ」
　6）Th6i，　d鳶ng　chさchiさc　gi　cho　phi6n　ra（i2）！「いやお構いなく．お茶など結構ですよ」
B　二音節の名詞＋－iさc化
　1）　T6i　kh6ng（u6ng）ch－phe　ch－・phi6c　g｝　c＆〈i3）　！「私，コーヒーなど飲みたくありません」
　2）HQcsinhhQcsi6cglmhd6nc博m出さq4）！「何て学生だ．学生のくせにこんなに遅刻
　　　して」
　3）ThAy　giao　th5y　giさc　gi　ma　lαむi　thさ（15）！「何て先生だ。先生のくせにあんなに怠けて」
　4）Ti“vi　ti－vi6c　gi　mi　chtta　su6t　nghy（16）！「何てテレビだ．修理に丸一EIもかかりやがっ
　　　た」
　5）　Dhn　s説h　dさR　si6c　gi，　chan　qぬ（17）！「勉強なんてうんざりだj
C　三音簾以上の名詞十一iさc化
　1）　A－・pa－tit　a－pa－tiさc　gi　ma　b6n　ruΦ11g　ch臨gra　sao！「燐灰石など田圃にまいたところで，
　　　どうなるものじゃない」
　2）　腿難i－xi－｝in　p合一ni雲辿愈g？，　u6ng　mh　1〈h6ng　1〈h6i！「ペニシリンなど飲んだところで，
　　　治るものじゃない」
r）　　動言羅旬÷一・i6c　イヒ
　1）Tδikh6ng　mua　ban　mua　biさc　gi　c5（玉8）！r私は商売なんかやりません」
　2）　T6ckh6ngdQc　bゑo　dQc　bi6c　gi　ca（i9＞！「私は新聞など読みはしません」
　3）　V6i　qu飢6圭cttng　ch翫g　klp迦cσm甑k重gi　c義（20）！「どんなに急いでも食事するひ
　　　まなどありません」
　4）　Anhδeo　1〈inh　deo　ki6c　gi，　tr6ng　mh　x蕊u　thさ（21）！「襟が眼鏡なんかかけると醜いね」
E　形容詞÷－iさc化
　1）　Ncrfrc　nhy　trong　tri6c　gi　mh　th6（22）1「この水がきれいだって」
　2）　Dδng　hδnhy　mdi　miさc　gi　mh　nhcr　thさ（23＞！「この時計が新しいだって」
　3）　Hoa　l〈ia　dep　di6c　gi　mb　mua！「あの花がきれいだって．あんなもの買えるものか」
　以上の例で分かるように，『蓄c化現象』は，圧倒的に多く名詞語幹に起こるようであるが，
動詞旬や形容詞にも起こることがあり，品詞の制限は余りないと言えよう．また，語幹の音節の
数についても，ほとんど鯖約はないと言えよう．
　更に，この現象の意味内容は，上の条例文から直ちに明らかになるように，多くは，対象（行
為そのものも含めて）に対する発話者の不平・不満の表明であるということである．また，ある
対象が当然そうあるべき姿・状態ではないことに気付いた発話者の驚き・不満の表由であると同
隣に，そのような対象を忌避したいという意思の表明でもある。また更に，例えばA－6のように，
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お茶（を出すこと）が相手の手を煩わすものであり，この場繭では，発話者として忌避すべきも
のであるという認識に立って発せられる場合もある．また，D－3のように，食事などはほんの短
い時間があれば済まされるという認識があるにも拘らず，それすら果たせなかったということに
する不満を表明する場合もある．更に，Eの各例文は，ある対象に関する評価に対して等しく異
議をとなえ，不満を表明したものであろう。
　こうして見ると，『－iさc化現象』は，発話者が，ある対象，ある行為，或いは，ある対象に関
する評価に対して，負（マイナス）の感情を抱いた時に起こると言えよう．しかも，そうした感
情を極めてストレートに表明するものであり，それだけに，余り行儀のよい表現とは言えず，規
範意識の強い国語学者などにとっては，むしろ患避すべき表現と考えられているのであろう．
4．　その他，『一姫c化現象』に代わる表現
　1）　一乱o化現象
　　『－iさC化』とほぼ同じ意味内容を持つ現象で，異なるのは，唯，－1さcの部分が一aoという韻
になるだけである．但し，この現象は，『46c化』ほど普遍的なものではなく，インフォーマン
トからは唯一つ，〈＝一ヒー〉という語についてのみしか聞き取ることができなかった．
　　　　　　　　C銭一ph色　C銭一phiし0　　　〈コーヒー〉
　2）　　－ungイヒ現象
　　先に引用したHδLδという言語学者が，以下の二語を一i6c化の語と並べて記録している．
但し，氏はその意味内容については何の雷及もしていない（25）．
　　　　　　　ch－phe　ca－phun9　〈コーヒー〉
　　しかし，筆者が協力を仰いだベトナム人インフrk　一マント達（北部出身者・南部出身者を含
む）は，誰一人この形は耳にしたことがないと言う．
　3）　音節毎の繰り返し現象
　主として二音節語に起こるようであるが，例えばABという二つの音節を持った語幹がある
とすると，AABBという具合に，各音節をそれぞれ二度ずつ繰り返すのである．つまり，同じ音
節を繰り返すことによって対象に対する不満を蓑明するわけである．聞く方も，何度も周じ音節
を耳にしてうんざりするという効果があると言う．
　　①　g鉱g鑑辿皇p媛gl　d5y，　di　hQC　di！「コーヒーなんかいいから，勉強しなさい」
　　②　T4i　sao　t6i　phsi　lo⊆α盟cg盤．垂9＿鯉m5i　nhcr　thさ（26）！「どうして私はこんなにいつも
　　　　米や着物のことばかり必配しなけれぱならんのだ」
　　③　Ti6n　tien　b4c　b4cm瓠lo　hQcdi（27）！「お金のことなんかいいから，勉強のことを考え
　　　　なさい」
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　4）　音節分離現象
　やはり虫として二音節語に起こる現象であるが，例えば，ABという二つの音節を持った語幹
があるとすると，Aという音簾とBという音簾の間に，　v6i（〈…と，…と共に〉）という，元来，
語と語を連結する機能を有する接続詞を置いて，AとBの各音節を分離することによって，やは
り，対象に対する不満を表現するという面白い現象である．これも，ベトナム人の会話において
は極めて普遍的な現象で，特に若い世代の入々が蜂んで用いる表現のようである．
　　①　Tδngv6ith6ngglmhnhrrv象y（28＞！「大統領のくせに，そんな風かい」
　　②　vφiqua　t6i　cUng　chkng　1（1p£盤盤X6圭cha。　gi　cS（29＞！「どんなに急いでも，食事などす
　　　　る暇ないよ」
　　③　Di　v6｛dfyng　t驚bSヂー体，どこ見て歩いてやがる」
　③の傍は，動詞複合語に起こった例であり，ベトナム人iンフォーマントによると，歩いてい
る時にぶつかって来た相手に対する言わば“捨てぜりふ”であると言う．
　また，一度ll－i6c化現象』を起こした後に，更に，この分離現象が起こる場合もある．
　　④　Quev6ikiさcgixa蟻m〈31）！「霞舎だって．遠いよ」
　　⑤　T6i　kh6ng　c6　thi　giむmhδQc　bao　v6i　bi6c　gi！「僕，新聞など読んでる時間なんてな
　　　　いよ」
　　⑥　Kh6ngc6ti6nm2ahQcv6ihi6cgi（32）！「学問する金なんてないよ」
　5）　『双声語』による蓑現
　既に述べたように，ベトナム語には，語頭子音（声母）のみ一致させた無意味な音節が付加さ
れて成立した『双声語』が無数に存在する．これは各語幹に習慣的に付加される音節によって成
立し，付加される音節の形にはほとんど法則性はないものの，今では既に固定したものであり，
そのすべてが辞書にも登録されているものである．これを用いた表現は，行儀のよい，礼儀にか
なったものと見傲され，国語学者達の書わば“おすすめ”の表現であるが，会話の中における表
現の新鮮さにはやはりやや欠けているようである．しかも，『－iさc』化の衷現が，負（マイナス）
の感清のみをストレ～トに吐露するのに鰐して，この『双声語』は，そのような正・負の感情に
は，普適，申立（ニュートラル）であり，もっぱらこのような感情は文脈に依存するのである．
　　①　Ha量b6n　dulδng　ch義ng　c6　c禽y　c6i錘c義く33）！「道の両側には木なんて一本もない」
　　②　Ngαδi　ngqm　gi，　tr6ng曲鍵ma　Sy（34）1「何て人間だ．まるでおばけだ」
　　③　Thu6c　thallg　gi，　u衡g　m註kh6ng　khδi（35）！「薬なんて，飲んだところで治りやしない」
　　④　CSu　chny伽的c6　hay　ho　gi　m2a　nhXc　l4i（36）！「そんな話，思い出すのもバカバカし
　　　　い」
6）　複合語による表現
それぞれ単独で独立した意味を担う語が複合して， 2～4音節の熟語になった複合語によって
？0
表現する方法もある．これも，5）の『双声語』と同様，やはり感情表白にはやや劣るものの，ベ
トナム語における最も普遍的な表現の一つである．
①　Thit　ca　gi　d蝕Rh6（3？）！「ごちそうなど結構ですよ．お構いなく」
②　T6i　kh6ng　dgtc．盤凶g侃亜一l　gi　c負（38）！「私は薪聞や雑誌なんか読みはしません」
③　T4i　sao£6i　ph齪10£墜熟9．鐙監睡甦m5i　nhcr　thさ（39）！「どうして，私は，しょっちゅ
　　う，食べ物や着るもののことを心配しなければならんのだ」
④　Chkng　c6n重止鯉nbo　nghl　d6n　gia　dlnh臓甑（40）！「もう家族のことを考える頭など
　　ない」
⑥　墜鉦．～麹pdau　mゑkhδngδi（4V！「満足に履ける履き物なんて一足もない」
5．おわりに
　ベトナム語における『－iさc化現象』は，これまで見て来たように，感情を極めてストレートに
表白する手段として用いられる一言語現象である．
　感情を余りにも薩藏に表現するために，ベトナム人にとっては，これを言語規範の中に念める
ことに若干のためらいがあり，出来れば共通の言語財としての存在を認定しないでいたいという
欲求が感じられる．しかし，一方では，ベトナム人の談謡にある種の新鮮さを撫味することも事
実であり，特に，規籟意識の薄い胃年属はほとんど何のためらいもなくこの表現を使用する傾陶
がある．その点では，この現象は，まだ，雷わぱ“階属語”としての域を脱していないとも言え
る．
　私達ベトナム語教蕎に従事する者にとっては，このような現象の取り扱いには苦慮するところ
であるが，大方の国語学者の反対にも拘らず，現実の需語現象として，やはり，記述・分析し，
紹介する必要があるのではないかと愚い，筆をとってみた．
　ベトナム入インフA・　一一マントの一入がいみじくも言ったように，「このような表現が霞然に使
えたらベトナム人」である。私達は，ベトナム語の深奥に迫るためにも，隠された様々な言語現
象に紹を向けなければならないのである．
　大方の読者賢者の御叱皿と御批判を賜ることができれば幸甚である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1982．6．13　月覚稿）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔注〕
（1）　　qコ国養吾学研究会編　『中国語学事典選　（江南書｝斑・1958）　P・4
（2）　中国語のアルタイ言吾化説については，橋本萬太郎階藷類型地理編』（弘文堂・1978）を参照・
（3）以下の二書に，この現象についての若干の説明が見られるが，純粋に音韻論的説明のみで，その意味分
　　析，機能については何の解説もない．
　　Ng・yさ・TゑiC蓋・醜鑑蝕墾1血鋭堕丁毒P互，T・珈gd寧ihQ・Tδ・ghσpH乞・・φiKh・州g淺蜘一
71
A
A
4
5
v
v
　
　
ハ
Q
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v
（8）
（9）
（10）
（11）
（12）
（13）
（14）
（15）
（16）
（17）
（18）
（19）
Ngi　nh　ngδn　ng｛を，1970　pp．8～10，　HδL6　V義n　d益c乞u　t40　t血cfia　tiさng　Viet　hi¢n　d4i　Nxb．1〈hoa　hgc　x5
h6i，　Hh　NOi，1976　p．368
前褐『申國語学事典』P．62
べFナム語の声調の体系及び『双声謝の韻の選択に関する法鰯性については，三根谷徹「安南語の聲
調の礁系について」（『金閏一博士古稀認念，言語・民俗論註』1953PP・1017－104e）参照．
『双声語』の他にも，瞳韻語』『繰り返し語（畳語遮なども詞様に，ほとんどは上の法則に従う．
Tr蕊n　TrQng　Kim，　Ph4m　I）uy　Khi6m，　B亡i　KY　Y星翫返盤玖ヱ聖逃壁L邑一Th5Pg　xu義t　b義n　Ha躁oi・
1940pp．156～157によれば，会話中のみの現象として，という註記とともに，以下のような各語が掲
げられている．
①　den　di6c　　〈黒い〉
③Vδvi6C　　〈ノート〉
⑤　dbn　di¢c　　〈電燈〉
②　　　　ch6n　　chiさC　　　　　　　　〈茶　　1　　〉
④　mti　miさc　　〈嘱子〉
⑥　ng　ni奪c　　　〈つぼみ〉
もし，この『－i6c化現象」にも，籔声語』形成の音韻法劉が適用されるとするならば，醗声～陰声の
組み合わせである④は明らかにおかしく，④も⑤⑥同様一i6c韻ではなく蜂cの韻を取るべきであろ
う．しかし，このことは，逆に，鈴さc化現象a9には，最軍，「双声語護照韻講に厳密に適璽蟹亀る
声調選択の法劉が有効に作用していないことを雄弁に物語っているとも言え，しかも，私が協力を求め
たベトナム人インフs一マントは口を揃えて，⑤⑥の形は普通ではないと断言した．或いは，国語学者
の規範意識が作用したのかも知れない．また，前掲HδLe　1976　P．368にも，藷幹の陽声に合わせた
一iecという韻が記録されている．
　　①　hgc　trδhOC　triec　　〈生徒〉
　　②　thby　dδthity　diec　　〈（寺子麗の）先生〉
これらの形もインフfi．一マント達によると余り一般的なものとは書えないようである．ある爾部出身の
インフォーマントの証言によると，このような低い購声調の連続は，何となく中部地方（フエを中心と
する）の方雷を連想させるのだと欝う．これは外来語の借嗣についても言えることで，例えば，フラン
ス語から〈ネクタイ〉（cravate）を取り入れる際，北・南部では，普通，　cavatという具合に陰声一陰声
の遮続で応じるのに対し，中部ではcb．－v4tという具含に陽声一陽声の連続として取り入れる傾向があ
るからであると言う．もし，これが正しいとすると，上に紹介した君認学者Rδ・Laが中部出身であり，
Tr蝕Trgng　K三mも中部より；Ha　T；nh省の出身であるということもあり，案外，方雷的な現象とし
て処理することが可能かも知れない。いずれにしろ，『－i6c化現鋤には，『双声語』などの形成に強く
働いた声調選択の法剛は，簸早，有効性をほとんど失ってしまっていると蓄えよう．
ghさ〈椅子＞
bao〈薪闘＞
bゑng　〈黒板＞
banh〈ノぐン＞
che〈お茶〉。この場合，　che　chi6cは全体として〈お茶を出す〉という動詞として機能している。
この場合も，（）内の〈飲む〉という動詞を欠くこともあり，その縛には，ca・phe　cゑ一phfさcは〈コー
ヒーを飲む〉という動詞として機能している．
hQc　sinh〈学生＞
th≧ly　giao　〈先生＞
ti－vi〈テレビ＞
den　sach＜勉強（元義は，電燈と本）＞
mua　ban〈商売する（光義は，買うと売る）＞
dgc　bao〈薪聞を読む〉
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（20）
（21）
（22）
（23）
（24）
（25）
（26）
（27）
（28）
（29）
（30）
（31）
（32）
（33）
（34）
（35）
（36）
（37）
（38）
（39）
（40）
（41）
5ncαnn〈御飯を食べる，食婁する＞
deo　l〈｛nh〈眼鏡を掛ける＞
trong〈澄んでいる＞
m6i＜毅しい＞
dep〈美しい〉
前掲HδL色1976p．368
Cαmao〈衣食（元義は，食と衣）＞
tien　b4c〈お金〉．この場合は動詞的に用いられている．
tδng　th6ng＜大統領＞
Cαmchao＜食事（元義は，飯と粥）＞
di　d丘ng〈歩く　（元義は，歩くと立つ）＞
qu＆　〈顕金〉　ガーiさCイヒ露　後1ま　qu色　ki蒼C・
hpc〈勉強する〉．『－i話C化』後はhgc　hiさc・
cay　c6i＜樹木＞
1）gvrfri　ngqm〈人聞（この語にはある種の悪意が込められている）＞
thu6c　thang　〈薬＞
hay　ho〈瀬白い（この語にはある種の皮肉が込められている）＞
thit　ca〈肉や魚〉転じて〈ごちそう＞
dgc　bao　doc　ch三〈新聞や雑誌を読む＞　　bao　chf〈新聞，雑誌類＞
cαln　ao　gqo　tiEn〈飯・衣・米・金つまり，入生に必要な諸々の物＞
dnu　6c＜頭悩，精神＞
gi勢d6P〈履き物（元義は，靴とサンダル）〉
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